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藤島武二（1867~1943）は、1905（明治 38）年から 1910（明治 43）年にかけてのフランス、イタリアでの留学から帰
国して後、日本の風景や人物を主題とした油彩画の制作について模索を重ねる。縦長の画面に女性像を描く試みも繰り
返され、キリスト教美術の聖人画の様式に拠りながら、東洋の女性美を描くことの可能性を研究していたことがうかが
われる。装飾と写実、聖と俗、西洋と東洋、そうした対立する要素が拮抗したところに生まれたのが本作だと言えよう。
東西両洋の美に通じた藤島の芸術の特徴を、優れて示す作品の一つである。

（学芸員　三谷　渉）

作品紹介　藤島武二《聖女》

絵画と出会う「この一点!」

田辺市立美術館へのきもち㉙

木村蒹葭堂とその交友
会場：田辺市立美術館
会期：2024年2月10日（土）〜3月24日（日）

　ここに掲載した作品は、天明 6（1786）年、木村蒹葭堂 51 才の時のものです。左上の蒹葭堂の款記には、中国
宋代の画家、米友仁（1074 ～ 1153）の筆づかいにならったと記されています。その記述の通り、本作品は米友仁が
創出した技法とされている、筆を横に倒し、点を重ねて樹木や岩山を描く米点法が用いられています。米点法は温
暖で湿潤な景観を表現する技法として、日本の文人画家も好んで用いました。
　また、この蒹葭堂の款記から、本作品は讃岐の画家である亀井東渓（1747 〜 1816）のために描かれたことが判明
しています。この東渓は『蒹葭堂日記』にも登場し、交流のあったことがうかがえる人物です。そして本作品が描か
れて 11 年後の寛政 9（1797）年に、蒹葭堂と深い交友のあった京坂の儒学者、細合半斎（1727 ～ 1803）が東渓の
依頼によって、右上の漢詩を揮毫しました。この漢詩には「わずかな時間で雲煙が宿る」、「墨汁の深い山川」、「虹影
が渓水を飲む」、「にわか雨後の樹林」といった内容が詠まれており、まさに先述の米点法によって表現されている、
潤いのある豊かな山水の世界と呼応しています。そして漢詩の最後には、画中に住む人の中に旧友がいると記され
ており、半斎は本作品の中に、友である蒹葭堂の姿を見出していたことも推測されます。
　加えて、本作品の中央上部には、同じく京坂の儒学者で、蒹葭堂と親交のあった奥田元継（1729 ～ 1807）による、
蒹葭堂を米友仁に次ぐ米法山水の大家であると讃える内容の賛が記されています。この賛も寛政 9（1797）年の款記
があることから、東渓が半斎同様に奥田にも賛の揮毫を依頼したものと思われます。
　以上のように、本作品は蒹葭堂の幅広い交友関係を知ることができる、大変興味深いものです。なお本作品に付
帯して遺っている、野呂介石（1747 ～ 1828）の弟子、田中介眉（生没年未詳）の書簡には、本作品は誠に面白く自分の
ものにしたいものだと思う旨が記されています。紀州の文人画家である介石もまた、蒹葭堂と頻繁に交流のあった
人物の一人で、介眉は本作品を通じて、師の友人である蒹葭堂に思いをはせていたのかもしれません。

（学芸員　糸川　風太）

　2年前の初秋、家族と湯の峰温泉に宿泊した帰り道に、熊野古道なかへ
ち美術館を訪れた。展覧会が目当てというよりは、美術館そのものに興
味があって訪問した。というのも、2018年に熊野古道なかへち美術館の
開館20周年記念特別展として開催された、「鈴木昭男−内在−」と、その
オープニング、クロージングパフォーマンスのことを知り、山に囲まれた
美術館で何とも面白そうなことをやっているなと、その時から興味を持っ
ていたからである。鈴木昭男氏の別のイベントで、ご本人から直接、「今
度和歌山でやるんですよ、中辺路というところで。」などと聞いたのが、熊
野古道なかへち美術館を知った最初だったと記憶している。
　はじめて訪れたときには、ちょうど「現代の織Ⅴ」が開催されていて、中
野恵美子さんの作品に魅了された。建築はもちろんのこと、外の自然と
中の展示室がゆるやかに繋がっている感覚が何とも心地良かったことを
覚えている。建物の中に入ると小さな展示室が一つあり、それを囲むよう
にガラス張りの回廊のようなスペースが配置されている。山々に囲まれた
小さな美術館の持つ独特の雰囲気が、私の思考や創作的な感覚を刺激し、
さらに興味が湧いた私は、「担当の学芸員さんはいらっしゃいますか ?」と
窓口の方に尋ねたところ、今日は不在とのこと。しかし三谷渉さんという
お名前とともに、普段は本館の田辺市立美術館に勤務されていることな
ど教えてくださった。そんなきっかけで、私と三谷さんの交流が始まった。
　自分の活動について三谷さんと話していると、海外派遣でドイツのケル
ンに滞在していた時、あちこちの美術館で、展示室やエントランスを使っ
たコンサートが行われていたことを思い出した。閉ざされたスペースであ
るコンサートホールで聴く音楽とは違い、美術作品と同じ空間で行う演奏
や、自由に人が行き交うエントランスなどでの演奏は、従来の音楽の聴
き方、聴かせ方から脱却する、あらゆる実験の場として機能しているよう
でもあった。特に私が専門とする現代音楽は、美術館との相性がとても
良い。そんなイメージで、いつか美術館で演奏してみたい、というような
夢を持つようになっていた。

洛中洛外図屏風（左隻）

　コロナ禍を過ごしていたある日、三谷さんから「本館の方で演奏をお願
いできますか。」とご依頼いただき、本当に嬉しく、心躍ったことを覚えて
いる。そして今年の8月、念願の美術館での演奏がようやく叶った。今回は、
小企画展「戦後美術 変容するかたち」の関連企画でのミュージアム・コン
サートということで、確か春頃にはもう展示される予定の作品についてレ
クチャーを受け、その後、展覧会が始まった 7 月に会場の下見に訪れた。
5つの展示室には、アクション・ペインティンングのような新しい創作・
表現方法や、伝統的な技法を用いつつも従来のものとは異なる表現を目
指したものなど、様々なタイプの作品が展示されており、コンサートの選
曲も展覧会からヒントを得ながら行った。また、練習の際にも、これらの
作品から受けたインスピレーションをもとにあれこれとアイデアを試した
りして、いつもとはひと味違った準備の時間になった。当日の演奏は、田
辺市立美術館のエントランス・ホールで行ったが、熊野古道なかへち美
術館と同様に、こちらも自然に囲まれた環境にあり、演奏中、天窓が段々
と暗くなり日が暮れていくのを感じつつ、空間や環境と対話をするような
感覚で演奏できたことは、私にとって新しい発見であった。
　そして今、演奏だけではない、新しい表現方法を模索しているところ
であるが、家族や親しい人たち、そして和歌山に暮らすようになってから
いつも身近に在る自然をテーマ
にした「音」の作品にチャレンジし
たいと考えている。そんな作品
をまた美術館で発表できること
を目標に、これからも精進してい
きたい。

（ユーフォニアム奏者・
和歌山大学准教授　小寺　香奈）

編 集 後 記
ＯＲＡＮＧＥ初の試みの折込み付録「屏風ｍｉｎｉ」は、折って、
立てて飾っていただけるアイテムです。玄関や机の片隅に
置いてみてください。雰囲気が変わりますよ。
４年振りに開催した８月のミュージアムコンサートは大盛況
でした。秋は各地で行事が多く催されますが、当館の展覧会
やイベントもお見逃しなくお願いします。
皆様のご来館をお待ちしています。　　　　　　　　（Ｆ.Ｏ .）
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藤島武二《聖女》　1920（大正9）年

今夏のミュージアム・コンサートにて

木村蒹葭堂《米法山水図》（関西大学デジタルアーカイブ
〈https://www.iiif.ku-orcas.kansai-u.ac.jp/osaka_gadan/203933559#?page=1〉より転載）
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田辺市立美術館蔵（脇村義太郎コレクション）

田辺市立美術館蔵（脇村義太郎コレクション）

洛中洛外図は京都の市街地や郊外にある名所・旧跡、四季の行事など

が通常六曲一双屏風（６画面の屏風が２点１セットになったもの）に

一望できるよう描かれます。戦国時代から江戸時代初期までに多くの

作品が描かれました。当館のこの作品は江戸時代初期、元和・寛永年

間(１６１９～１６４０)年に描かれたものと推定されています。



INFORMATION
特別展
原勝四郎展  南海の光を描く
会　　場／田辺市立美術館  展示室3・4・5　　　

熊野古道なかへち美術館開館25周年記念特別展
野長瀬晩花と国画創作協会の画家たち
会　　場／熊野古道なかへち美術館
　　　　　田辺市立美術館  展示室1・2

会　　期／2023年10月7日(土)～12月3日（日）
開館時間／午前10時～午後５時（入館は午後4時30分まで）
休 館 日／毎週月曜日（ただし10月9日は開館）
　　　　　10月10日（火）・11月24日（木）
観 覧 料／田辺市立美術館　600円（480円）
　　　　　 熊野古道なかへち美術館　400円（320円）　
　　　　　 ※学生及び18歳未満の方は無料
　　　　　（  ）内は20名様以上の団体割引料金　　　　　　　　　

✂✂

原勝四郎と野長瀬晩花 蒹葭堂を中心とした交友ネットワーク

REPORT 

　明治維新から20年ほど
が経過し、憲法が制定され
て日本が近代国家の歩みを
踏み出そうとしていた時期
に当地に生まれ、アジア・
太平洋戦争後の高度成長期
の只中、東海道新幹線が開
通し、東京オリンピック
が開催された 1964（昭和
39）年に亡くなった二人の
画家を、それぞれに回顧す
る展覧会が、10月から同
時に開幕します。
　1886（明治19）年に現

斬新な作品を発表して旋風
を起こしましたが、同会の
活動が10年で終息した後
は画壇から離れてゆき、東
京で生涯を閉じました。
　当地に生まれ、同じ時代
を画家として生きた二人で
すが、上記のように異なる
道を歩み、接点はほとんど
ありませんでした。しか
し、ともに明治末から大正
にかけての時代に青春期を
送り、次々に伝えられてく
る西洋の文化に憧れて、そ

在の田辺市栄町に生まれた洋画家の原勝四郎と、1889（明治22）年
に現在の田辺市中辺路町近露に生まれた日本画家の野長瀬晩花（本名
は弘男）の画業を振り返る特別展で、意図せず同じ会期での開催とな
りました。
　「原勝四郎展　南海の光を描く」は和歌山県立近代美術館と共同で企
画したもので、一つの展覧会を県内二つの美術館を会場として実施し
ます。また「野長瀬晩花と国画創作協会の画家たち」は熊野古道なかへ
ち美術館（田辺市立美術館分館）の開館25周年を記念する展覧会の一
つで、田辺市立美術館（本館）と熊野古道なかへち美術館の二会場で同
時に開催します。
　原は西洋の美術を学ぶことを志して東京に出た後、無理をして第一
次世界大戦下のフランスに渡り、パリからアルジェリアまでの各地を
放浪する苦難に満ちた生活を送って 1921（大正10）年に帰国しまし
た。その後は、亡くなる
まで郷里の田辺と隣町の
白浜に留まって制作を続
けました。
　晩花は大阪で日本画の
修業を始め、京都に移っ
て京都絵画専門学校（現
在の京都市立芸術大学）
の第一期生として入学し
ますが、ほとんど学校に
は出ずに中退して独創的
な表現を追求します。そ
の後、個性の表出を重視
して、新しい日本画の表
現を切り開こうとしてい
た京都の同世代の画家た
ちと 1918（大正7）年に
国画創作協会を創立し、

　「知の巨人」として評価されている木村蒹葭堂（1736~1802）は、書画
をはじめ本草学、煎茶道の他、オランダ語などの外国語にも精通してい
ました。絵画や古今の珍しい器物を、自身の経済力を背景に貪欲に収
集を重ね、それを広く公開したことから、大坂の蒹葭堂の周囲には当代

屈指の文化サロンが形成され
ました。蒹葭堂が収集した文
物の情報を求めて多くの文人
墨客がその家を訪れています。
　例えば、大坂で米問屋を営
み、後に同地の蔵屋敷に勤め、
多くの文人墨客と交わった
岡田米山人（1744~1820）は、
親交のあった蒹葭堂のネッ
トワークを介してその知己
を得たといわれています。ま
た、大坂文人画壇の重鎮として
名を馳せた儒学者、十時梅厓

（1749~1804）は蒹葭堂と親
しく交流しており、その梅厓
が仕え、自身も絵画をよくし
た伊勢長島藩主の増山雪斎

（1754~1819）も蒹葭堂との
繋がりが深かったことが、二
人の書簡のやりとりからうか
がうことができます。
　このように広い交友関係を
持った蒹葭堂ですが、紀州の

　和歌山県湯浅町在住の美術家、妻木良三（1974 ～　）の近年の制作
を紹介する特別展「妻木良三　侵食する風景」を今年の４月から６月に
かけて熊野古道なかへち美術館で開催しました。展覧会では絵画 9 点
と、展示室の空間に合わせて制作したインスタレーションの構成に
よって、表現の要となっている襞の増殖がイメージされる場が生み出
されました。
　会期中に 2 回のアーティストトークを開催して、作家自身から作品
や制作についての話をうかがう機会をもちました。妻木さんは、作品
のモチーフとなっている布の襞や、展覧会のタイトル「侵食する風景」
について、また今回のインスタレーション制作にあたってのエピソー
ドなど、さまざまなことを会場で話してくれました。参加者からは

それぞれの作品に
ついての質問もあ
り、妻木さんはそ
の一つ一つに丁寧
に答えてくれまし
た。参加いただい
た大勢の方々とと
もに、たいへん充
実した時間を持つ
ことが出来ました。

（学芸員
　知野  季里穂）

　今年の７月から９月にかけて田辺市立美術館で開催した小企画展
「戦後美術　変容するかたち」の関連事業として、会期中に「ユーフォ
ニアムと現代の音楽」と題したミュージアム・コンサートを開催しま
した。まだ歴史の浅い金管楽器、ユーフォニアムの奏者で、和歌山大
学准教授の小寺香奈さんをお招きし、閉館後のエントランスホールを
会場にして実施しました（小寺さんには今号の「美術館へのきもち」
にもご寄稿いただいています）。
　コンサートでは、あらかじめ録音された電子音と共演するジョン・
ボダ作曲の「ソナチネ―ユーフォニアムとテープのための」（1970）や、
デイヴィッド・ギリングハム作曲の「ブルー・レイク・ファンタジー
ズ」（1995）から、重音奏法が印象的な第４楽章〈古代先住民のうた〉
など５曲が披露され、この 50 年ほどのあいだに生まれた新しい音楽
に触れる、またとない機会となりました。
　また、今回のコンサートでは、エレクトロニクス奏者で音響エンジ
ニアの牛山泰良さんにもご協力いただいて、最新のテクノロジーを用
いた今堀拓也作曲の「飛翔する雁の群れ―ユーフォニアムとライブ・
エレクトロニクスのための」（2013）を演奏することも出来ました。
今回の演奏のために改訂を施してくれた今堀さんも会場にお越しにな
り、演奏前にご挨拶いただきました。
　新型コロナウイルスの影響で中断していたミュージアム・コンサー
トですが、ようやく４年振りに再開することができました。今後も定
期的に、このような展覧会に関連した内容のコンサートも開催してゆ
けたらと思います。美術とともに音の芸術も伝えられる場に美術館が
なりましたらなによりです。　　　　　　　 （学芸員　知野　季里穂）

　熊野古道なかへち美術館を会場にして、アーティストとともに作品
をつくって公開するワークショップ「くまびで作ろう！」の２回目を今
年度も 3 月に予定しています。今回は和歌山県湯浅町出身の陶芸家、
橋本知成さんを講師にお招きします。
　橋本さんは独特の金属的な質感を持った、球や立方体といったミニ
マルな形の作品を制作し、時にそれをモルタルで作った造形と組み合
わせて発表しています。その表現は国際的に評価され、イギリスのヴィ
クトリア＆アルバート美術館やアメリカのロサンゼルス・カウンティ

美術館等に作品が収蔵されています。また、今年の夏には和歌山県立
近代美術館で、橋本さんの作品と同館のコレクションとを一緒に紹介
する展覧会「なつやすみの美術館 13 feat. 橋本知成」が開催されてい
ます。
　ワークショップの詳細が決まりましたら当館の HP 等でお知らせし
ますので、お楽しみにしていただければと思います。

（学芸員　知野　季里穂）

れを受け止めながらも、模倣ではない日本近代の美術史に刻まれるべ
き独自の作品を残した傑出した存在として並び立っています。当館も
継続して調査と研究を重ねてきた画家であり、本館、分館ともに四半
世紀の活動を経たこの時期に、期せずして二人の築いた芸術を同時に
紹介できる機会を持てたことは、幸いな巡り合わせに思います。
　およそ 100年前の 1927（昭和2）年に、田辺の詩人たちが発行し
た同人誌『雲と石と人間』の創刊号で二人の作品が並ぶことがありまし
た。原は同誌に自画像素描を表紙絵として提供し、晩花は「ルノアー
の裸女」と「移住者」と題した二篇の詩を寄稿しています。同誌は

「原勝四郎展　南海の光を描く」の田辺市立美術館会場で参考資料とし
て展示しています（左下の図版参照）。

（学芸員　三谷　渉）

文人墨客との関係も深く、当地を代表する文人画家である、桑山玉洲
（1746~1799）が蒹葭堂との交流の中で実見した文物は、その絵画表
現や様々な文人画論の着想に至る背景にもなったと考えられています。
玉洲の遺著『絵事鄙言』が蒹葭堂によって刊行されていることは二人の
交流の深さを何よりも物語っています。その他にも和歌山城下に生ま
れた文人画家、野呂介石（1747~1828）や、介石に学んだといわれる
愛石（1764~?）、和歌山城下の吹上寺住職で詩書画を得意とした松丘

（1765~1833）も蒹葭堂と密接に交流していました。
　本草学の分野においても、蒹葭堂が諸国の珍しい貝類を見聞して描
いた図譜から、南紀を訪れた時に田辺の所蔵家が持つ貝類標本を実見
したことが分かり、当地との関係をうかがい知ることができます。
　2 月からの展覧会では、こうした蒹葭堂自身の幅広い分野での活動
を紹介しつつ、『蒹葭堂日記』に交流が記された紀州を主とした文人墨
客の作品を展観し、これまで個々に注目されることが多かった画人
たちの画業を、蒹葭堂を中心とする交友ネットワークという視点から
紹介します。　　　　　　　　　　　　　　　　 　（主任　辰巳　充）

INFORMATION
特別展
木村蒹葭堂とその交友
会　　場／田辺市立美術館
会　　期／2024年2月10日(土)～3月24日（日）
開館時間／午前10時～午後５時（入館は午後4時30分まで）
休 館 日／毎週月曜日（ただし2月12日は開館）・2月13日（火）
　　　　　3月21日（水）
観 覧 料／600円（480円）　※学生及び18歳未満の方は無料
　　　　　（  ）内は20名様以上の団体割引料金　　　　

アーティストトーク
　　 「妻木良三  侵食する風景」展

ミュージアム・コンサート
「ユーフォニアムと現代の音楽」

原勝四郎　1931（昭和6）年頃 45歳頃 野長瀬晩花　1920(大正9）年 31歳
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本 紙 折 込 部 分 を 点 線 に そ っ て 切 り 離 し 、
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江 戸 時 代 初 期 の 京 都

洛 中 洛 外 図 屏 風 （ 左 隻 ）

田 辺 市 立 美 術 館 蔵 （ 脇 村 義 太 郎 コ レ ク シ ョ ン ）

インスタレーションの説明をする妻木さん


